
「.jp」、「.日本」ドメインの関連づけについて

平成２１年２月１０日

資料３



ドメイン登録者の確認について

○ 「.jp」、「.日本」ドメインの関連づけにおいてドメイン登録者の確認が必要なケース

「.jp」と「.日本」の管理運営事業者が異なる場合、下記のケースにおけるドメインの登録者の確認が問題

（１）完全に一致させる場合（「総務省.jp」と「総務省.日本」の登録者を必ず同じとする場合）
→ 「.jp」、「.日本」の管理運営事業者が登録申請ごとに相互に確認することが必要

（２）分離とするが、初期登録期間において「.jp」登録者の優先登録権を認める場合
→ 「.日本」の管理運営事業者が初期登録期間中の申請について、「.jp」の同一ドメインの登録者を
確認することが必要

※ 完全分離であれば、費用・負荷は発生しない

【参考】 「.jp」での優先登録の例
汎用JPドメイン名を導入する際、「example.co.jp」、「example.ne.jp」等の登録者に「example.jp」の
優先登録を行った例がある。（競願時には、基となるドメインの登録日時が早い方が優先）
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各事業者の対応

対応が必要な期間 既存事業者（JPRS）の対応 新規事業者の対応 費用

タイプ１
完全に一致

永続的 常時登録情報を共有し、申請を受ける度に、
①双方のドメイン名空間が空いているか、
②もう一方のドメイン名空間が登録されて
いる場合には、申請者が同一かどうか

を確認し、登録する

1億5千万＋5千万／年
＋5百万／レジストラ
程度

完全に
分離

タイプ２
「.jp」登録

者の優先
登録有

初期登録期間のみ ある時点での「.jp」登録情報
を提供

提供された「.jp」登録
と「.日本」申請者が一

致していることを確認
し、優先登録する

5百万円～
＋3～5百万／レジストラ
程度

タイプ３
「.jp」登録

者の優先
登録無

対応無し
（商標保有者等向けのサンライズ期間は別途設ける）
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タイプ1
完全一致

タイプ2
完全分離
（「.jp」優先登録期間
有）

タイプ3
完全分離

利用者の混
乱のなさ

TLD間競争
の促進

○

△

△ ○

JP既登録者の
満足度

○

△

×

×

○

○

JP登録できな

かった人の
満足度

×

×

JPRSが両レジストリとなれ
ば追加費用は発生しない。

レジストリが異なった場合に
は同一登録規則を持たねば
ならないため両者に足かせ
があり、自由競争とならない

一致しないなら、完
全分離の方が結局
混乱が少ないという
意見もある

保護のためであ
れ一定期間のう
ちに申し込まねば
ならない

備考

対応付けタイプ間比較
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タイプ2(完全分離・「.jp」優先登録期間有)の実現方式

JPドメイン名登録者
への周知の公平性

JPRSが○○.JPドメイン名登録者にパスワードを送
付し、各登録者はそのパスワードを使って○○.日
本の登録申請をする

備考

登録者情報が間違ってい
たり代行登録があったりす
るとパスワードが届かない

JPRSが○○.JPの管理指定事業者にパスワード

を渡し、そのパスワードを使って当該指定事業者
が登録者の要請に応じ○○.日本の登録申請を
する

JPRSが○○.JPの管理指定事業者にパスワード
を渡し、さらにそのパスワードを登録者に渡し、
○○.JPの登録者が○○.日本の登録申請をする

○

不正登録や過
誤登録がない

○

○

△

○○.日本の登録申請があったときに、
○○.JPの登録者のWhois情報との一致性を
確認する

×～△
周知方法による

△

同一指定事業者から
しか申請できない

○

登録者一致性
の正確さ

○

○

△

○

△

別指定事業者からで
も申請できる

公開データだけを使って、認
証することには無理がある
という意見と、メールアドレ
スを用いた確認が出来れば
十分ではないかとの意見が
ある

2-1

2-2

2-3

2-4

方式のオプション JPレジストラ協
力が不要

△

登録者情報精
度向上はJPレジ

ストラ協力が必
要

○

×

○

メリットがない
のに協力が必
要

レジストラが介
在する分、不正
や過誤が増加
するおそれ

レジストラが介
在する分、不正
や過誤が増加
するおそれ

注: タイプ1,タイプ 2-3については、レジストリ側でパスワードを生成せず、登録者がパスワードを決める方法もある
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タイプ1に必要な処理

登録状態管理サーバ

○○.jp
登録者

「.jp」登録
申請サーバ
(JPRS)

「.jp」ドメイン名の登録

(レジストラ)

○○.日本
登録者

「.日本」登録
申請サーバ

(「.日本」のレジストリ)「.日本」ドメイン名の登録

(レジストラ)

○○ 済 未 XYH927
名 jp 日本 パスワード

△△ 済 済 AFK574

<○○.日本」登録申請処理>
「○○」新規登録申請のとき

「○○.jp」が登録済みでないことを確認
登録済みでないとき

登録者に「○○」のパスワードを渡す
「○○.日本」を登録済みにする
「○○」のパスワードを記録する

登録済みのとき
「○○.日本」は登録不可と返事する

「○○.jp」の登録者がパスワードを伴って申請してきたとき
「○○」のパスワードが正しいことを確認する
正しければ

「○○.日本」を登録済みにする
正しくなければ

「○○.日本」は登録不可と返事する
<○○.日本」削除処理>
.....

「.日本」のレジストリとJPRSが登録状態
管理サーバを共同で構築
(高信頼性/高品質/バックアップ/超高性
能/DBロールバック/...)

状態管理サーバに問合せて状
態に応じ処理する機能を登録
申請サーバ内に構築＋

登録状態管理サーバと連動し
てDBロールバック等の処理を
構築

レジストリの申請サーバで
の処理に対応するための
処理を構築

①パスワードがある場合は
パスワードを添えて登録申請

①'パスワードがある場合は
パスワードを添えて登録申請

(2サーバ＋DB＋iDC＋運用)×2サイト＋ソフト開発
5000万/年 5000万円

5000万円

500万円/レジストラ

＋5000万円
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タイプ2‐1の一致確認に必要な処理

「.jp」登録
申請サーバ
(JPRS)

○○.日本
登録者

「.日本」登録
申請サーバ

(「.日本」のレジストリ)「.日本」ドメイン名の登録

(レジストラ)

レジストリDBから全ドメイン名の登録

者に関する情報を取出し、その個々に
パスワードを与える処理を作成

②登録者
情報とパ
スワード
取り出し

③パスワード郵送

④パスワードを添え
て登録申請

①全ドメイン名とパス
ワードの対を渡す

1000万円

500万円/レジストラ
パスワード処理＋レジスト
リの申請サーバでの処理
に対応するための処理を
構築

＋500万円
正しいパスワードを伴った登録
申請であるかを申請毎にチェッ
クし、正しければ登録

1億円
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「.jp」登録
申請サーバ
(JPRS)

○○.日本
登録者

「.日本」登録
申請サーバ

(「.日本」のレジストリ)「.日本」ドメイン名の登録

(レジストラ)

レジストリDBから全ドメイン名の登録

者に関する情報を取出し、その個々に
パスワードを与える処理を作成

②ドメイン
名とパス
ワードの
対を渡す

①全ドメイン名とパス
ワードの対を渡す

(レジストラ)

③パスワードを添
えて登録申請

顧客のドメイン名とパスワード管理、お
よび、レジストリの申請サーバでの処
理に対応するための処理を構築

1000万円

500万円/レジストラ

＋500万円
正しいパスワードを伴った登録
申請であるかを申請毎にチェッ
クし、正しければ登録

タイプ2‐2の一致確認に必要な処理
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タイプ2‐3の一致確認に必要な処理

「.jp」登録
申請サーバ
(JPRS)

○○.日本
登録者

「.日本」登録
申請サーバ

(「.日本」のレジストリ)「.日本」ドメイン名の登録

(レジストラ)

レジストリDBから全ドメイン名の登録

者に関する情報を取出し、その個々に
パスワードを与える処理を作成

②ドメイン
名とパス
ワードの対
を渡す

①全ドメイン名とパス
ワードの対を渡す

(レジストラ)

④パスワードを添え
て登録申請

パスワード処理＋レジストリの申請
サーバでの処理に対応するための処
理を構築

1000万円

100万円
③パスワード郵送ま
たはメール送付 500万円/レジストラ

＋500万円
正しいパスワードを伴った登録
申請であるかを申請毎にチェッ
クし、正しければ登録
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タイプ2‐4の一致確認に必要な処理

「.jp」登録
申請サーバ
(JPRS)

○○.日本
登録者

「.日本」登録
申請サーバ

(「.日本」のレジストリ)「.日本」ドメイン名の登録

(レジストラ)

①登録申請

(レジストラ)

whoisサーバ

JPのwhois情報と同一か否か(正規
化後の同一性)をチェックし、同一で
あれば登録

レジストリの申請サーバでの処理結果
に対応するための処理を構築

300万円/レジストラ

＋500万円
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